
退　職　金　規　程
・・・・・株式会社

（目　　的）

第１条　この規程は、社員が死亡又は退職した場合の退職金支給に関する事項を明確にするために定めたものである。
（適用範囲）
第２条　この規程の適用を受ける社員とは、所定の手続きを経て労働契約を締結した正規の常勤社員（週の勤務時間がおおむね30時間を超える）を言い、次の者には適用しない。
　　①　試用期間中の者
2 期間を定めて臨時に雇い入れられる者
　　③　日々雇い入れられる者
　　④　正規の常勤社員と比べ勤務時間が短いパートタイマー及びアルバイト
　　⑤　嘱託及び常勤ではない者
6 勤続１年未満の者
7 定年に達した後、再雇用された者

8 一度本規程により退職金を受け取って取締役となった者

9 そのた上記①～⑧に準ずる扱いであると認められる者

（受給資格者死亡の場合の退職金受給者）
第３条　社員が死亡した場合においては、その退職金は遺族に対して支給する。
　　２．遺族の範囲及び順位は、労働基準法施行規則第42条から第45条までを準用する。
　　３．支給を受けるべき遺族に同順位者が２人以上いるときの取り扱いは、その都度定める。
（支払方法）
第４条　退職金は、その全額を一時金として通貨で本人に支給する。ただし、本人が口座振込に同意したときは、本人名義の口座へ振り込むことによって支払う。

　　２．本人が会社に対して借入金がある場合、又は本人が弁償すべきものがある場合は退職金から控除する。

（支払時期）
第５条　退職金は、原則として、会社を退職した日から３ヶ月以内に支払う。ただし、次のいずれかに該当する者については、当該事由が解消するまでは支払わないこととする。
　　　　①　後任者との引継ぎが十分でない者
　　　　②　会社の貸与品を返還しない者
　　　　③　会社の貸付金を返済しない者
　　　　④　その他退職にあたり会社の指示命令に従わない者
（支給事由）

第６条　退職金は、次の各号の一に該当するときに支給する。

　　　甲欄

①　会社の都合により退職又は解雇されたとき

②　定年に達したとき

③　業務上の傷病のため業務に耐えられなくなり退職したとき

④　業務上の傷病により死亡したとき

⑤　役員に就任したとき

　　　乙欄

1  自己都合その他の事由により退職したとき
2  自己の責めに帰する理由により会社から退職勧奨を受け、それを受け入れて退職するときで、第８条の不支給に該当しない場合
3  私傷病のため業務に耐えられなくなり退職したとき

4 　私傷病のため死亡したとき

⑤　休職期間満了後復職できずに退職したとき
（受給資格）

第７条　前条の規定によって、退職金の支給を受けることができる者は、勤続満１年以上の社員とする。

　　２．在職中の行為が懲戒解雇事由に該当することが発覚したときは、発覚したのが退職後であっても退職金の受給資格を失うこととする。すでに退職金が支給済みの場合は返還を求める。
（不支給）

第８条　次の各号の一に該当する社員には退職金は支給しない。

1 懲戒解雇に該当した者、あるいは懲戒解雇に該当するが会社の情状により退職勧奨に同意して会社都合の同意退職となった者
2 自己の責による事由により解雇処分を受けた者、あるいはこれに該当するが会社の情状により退職勧奨に同意して会社都合の同意退職となった者
　　③　在職中の行為が懲戒解雇に該当したことが発覚した者

（勤続年数の計算）

第９条　勤続年数の計算は、入社の日より第６条の支給事由に該当した日（死亡退職の場合は死亡日）までとする。
　　２．試用期間は勤続年数に算入する。
　　３．勤続年数の計算において、1ヶ月未満は切り捨てるものとする。

　　４．休職期間中及び長期の欠勤期間は、原則として勤続年数に算入しない。
　　５．育児休業期間中及び介護休業期間中は勤続年数に算入しない。
（退職金の算式）
案①
第10条 　退職金は次の算式により計算し、算定額の1000円未満は1000円に切り上げる。

（ポイント単価　×　獲得総ポイント数）×　退職事由係数　＋　特別加算額・・Ａ
　　　　　ポイントは勤続年数に応じて付与するものとし、退職事由係数は第6条に定め

る甲・乙により決定する。詳細は、別表１の定めによる。

案②
（退職金の算式）

第　条　退職金は次の算式により計算し、算定額の1000円未満は1000円に切り上げる。

退職時の基本給　×　勤続年数　×　退職事由係数　　＋　特別加算額・・Ｂ
　　　　退職事由係数は第6条に定める甲・乙により決定する。詳細は、別表１の定めによる。＊案を２つ用意しています

（ポイント単価）

第11条 　単価とは、資格ﾎﾟｲﾝﾄ及び勤続ﾎﾟｲﾝﾄの1ポイント当りの単位価格をいう。単価
については1万円とする。ただし、社会情勢、物価変動等により取締役会の承認を経て変更することがある。

（特別加算）

第12条 　退職する従業員が在職中に顕著な功績を残し、会社が特に必要と認めた場合に
　は、特別加算金を支給することがある。

（受給権の処分禁止）

第13条　この規程により退職金を受ける権利は、譲渡し、又は担保に供することはできない。

（規定の変更）

第14条　経済事情に著しい変動があり、会社が必要と認めた場合は、この規定を変更することがある。

付　則
１．この規程は平成　年　　月　　日より施行する。

　案①の場合
	勤続年数（満）
	当年付与ポイント
	累積付与ポイント
	退職事由係数

	
	
	
	甲
	乙

	1
	6
	6
	0.5
	0

	2
	6
	12
	0.5
	0

	3
	6
	18
	0.5
	0

	4
	6
	24
	0.5
	0.3

	5
	6
	30
	0.5
	0.3

	6
	12
	42
	0.5
	0.3

	7
	12
	54
	0.5
	0.3

	8
	12
	66
	0.5
	0.3

	9
	12
	78
	0.5
	0.3

	10
	12
	90
	0.5
	0.3

	11
	18
	108
	0.7
	0.5

	12
	18
	126
	0.7
	0.5

	13
	18
	144
	0.7
	0.5

	14
	18
	162
	0.7
	0.5

	15
	18
	180
	0.7
	0.5

	16
	24
	204
	0.7
	0.5

	17
	24
	228
	0.7
	0.5

	18
	24
	252
	0.7
	0.5

	19
	24
	276
	0.7
	0.5

	20
	24
	300
	0.7
	0.5

	21
	36
	336
	0.8
	0.7

	22
	36
	372
	0.8
	0.7

	23
	36
	408
	0.8
	0.7

	24
	36
	444
	0.8
	0.7

	25
	36
	480
	0.8
	0.7

	26
	36
	516
	1
	0.7

	27
	36
	552
	1
	0.7

	28
	36
	588
	1
	0.7

	29
	36
	624
	1
	0.7

	30
	36
	660
	1
	0.7


付　則

１．この規程は平成　年　　月　　日より施行する。

　案②の場合　　現状と同じ

	勤続年数
	退職事由係数
	
	勤続年数
	退職事由係数

	
	甲
	乙
	
	
	甲
	乙

	1
	　
	　
	
	21
	17.7 
	7.85 

	2
	　
	　
	
	22
	18.9 
	9.45 

	3
	1.5 
	0.75 
	
	23
	20.1 
	10.05 

	4
	2.0 
	1.00 
	
	24
	21.3 
	10.65 

	5
	2.5 
	1.25 
	
	25
	22.5 
	11.25 

	6
	3.3 
	1.65 
	
	26
	23.7 
	11.85 

	7
	4.1 
	2.05 
	
	27
	24.9 
	12.45 

	8
	4.9 
	2.45 
	
	28
	26.1 
	13.05 

	9
	5.7 
	2.85 
	
	29
	27.3 
	13.65 

	10
	6.6 
	3.25 
	
	30
	28.5 
	14.25 

	11
	7.5 
	3.75 
	
	31
	30.0 
	15.00 

	12
	8.5 
	4.25 
	
	32
	31.5 
	15.75 

	13
	9.5 
	4.75 
	
	33
	32.0 
	16.00 

	14
	10.5 
	5.25 
	
	34
	33.5 
	16.75 

	15
	11.5 
	5.75 
	
	35
	35.0 
	17.50 

	16
	12.5 
	6.25 
	
	36
	36.5 
	17.75 

	17
	13.5 
	6.75 
	
	37
	38.0 
	19.00 

	18
	14.5 
	7.25 
	
	38
	39.5 
	19.75 

	19
	15.5 
	7.75 
	
	39
	41.0 
	20.50 

	20
	16.5 
	8.25 
	
	40
	42.5 
	21.25 


付　則

１．この規程は平成　年　　月　　日より施行する。

　案②の場合　　現状より半分くらいの水準

	勤続年数
	退職事由係数
	
	勤続年数
	退職事由係数

	
	甲
	乙
	
	
	甲
	乙

	1
	　
	　
	
	21
	9.5 
	5.00 

	2
	　
	　
	
	22
	10.3 
	5.50 

	3
	0.5 
	0.25 
	
	23
	11.1 
	6.00 

	4
	1.0 
	0.50 
	
	24
	11.9 
	6.50 

	5
	1.5 
	0.75 
	
	25
	12.7 
	7.00 

	6
	2.0 
	1.00 
	
	26
	13.5 
	7.50 

	7
	2.5 
	1.25 
	
	27
	14.3 
	8.00 

	8
	3.0 
	1.50 
	
	28
	15.1 
	8.50 

	9
	3.5 
	1.75 
	
	29
	15.9 
	9.00 

	10
	4.0 
	2.00 
	
	30
	16.7 
	9.50 

	11
	4.5 
	2.25 
	
	31
	17.5 
	10.00 

	12
	5.0 
	2.50 
	
	32
	17.5 
	10.00 

	13
	5.5 
	2.75 
	
	33
	17.5 
	10.00 

	14
	6.0 
	3.00 
	
	34
	17.5 
	10.00 

	15
	6.5 
	3.25 
	
	35
	17.5 
	10.00 

	16
	7.0 
	3.50 
	
	36
	17.5 
	10.00 

	17
	7.5 
	3.75 
	
	37
	17.5 
	10.00 

	18
	8.0 
	4.00 
	
	38
	17.5 
	10.00 

	19
	8.5 
	4.25 
	
	39
	17.5 
	10.00 

	20
	9.0 
	4.50 
	
	40
	17.5 
	10.00 
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